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本書，は微生物学，免疫学の橿広い分野からの総説をまとめ掲載している。第91
巻ではウイルス学に関する 5儒の総説と免疫学に関する 2儒の総説，そして核鼓
非依存性ベプチツド合成系に関する 1編の総説が集められている。以下その内容
について簡単に招介する。 R.L. Erikson: The Transforming Protein ofAvian 
Sarcoma Viruses and Its Homologue in Normal Colls. D. H. Spector: Gene-
Specific Probes for Avian Retroviruses. W. S. Hayward & B. G. Neel: Re同 
troviral Gene Expression.レトロウイルスの中で、細抱の悪性変換の分子機構が最
も早くから解明されてきたのがトリ肉彊ウイルス (ASV)である。第一の総説で
は ASVの src遺伝子産物である pp60srcの構造と活性， 組抱内発現と細絶変
換および彊蕩特異抗原の発現との標達などについて簡潔に述べると共に最近の重
要な発見の 1つであるトヲ正常結抱中のpp60的の類叡物質についても言及してい
る。第二の総説はレトロウイノレスの gag.pol，env，src各遺伝子に対する cDNA
の作成法と cDNAを probeとしたウイノレス複製過程の分析〉各ウイルスの遺伝
子組成の比較と進化，豆常細胞 DNλ 中のレトロウイノレス遺伝子類似配列の分析
法などについてまとめている。レトロウイルスの遺伝子に対する cDNAの作成法
に関しては現在では遺伝子工学的手法で大量に生産した全 cDNAから適当な制
限酵素を用いて各遺長子を切り出すという手法が一般的であるが，ここでは初期
の研究方法の巧妙さが読み取れて面白い。また第三の総説は現在ト 9，マウスラ
ネコなどで知られている各種レトロウイルスのゲ、ノム構成の特徴および増殖サイ
クルと遺長子発現，遺信子産物の特性と細抱の悪'詮変換などについて広い視野か
ら要領よくまとめられているので他分野の研究者にとってもレトロウイルス研究
の現状と成果の謀要が理解し易い論文となっていると思われる。 B.N. Fields: 
Genetics of Reovirus，T. Ben-Porat: Replication of Herpesvirus DNA.レオ
ウイルスの初期の研究については Cross & Fieldsの総説があるが，ここではゲ
ノムの構造など最近の知見に重点を置き述べている。またヘルベスウイルスは大
型の DNAウイルスであ担ゲノム帯成や複製サイクノレなども護雑で不暁な部分が
多かった。しかし我々に身近かなウイルスとして研究報告の数も急増している。
ここではゲノムの構造に力点を置き，粒子中の DNA，複製中間非の DNAおよ
び成熟期の DNAなどの電子顕微鏡による観察と制限酵素を用いた分子レベルで
の分析を中心にまとめ DNA複製のモデルを提唱している。 G.Wick，et al: The 
Obese Strain (OS) of Chickens With Spontaneous Autoimmune Thyroiditis: 
Review of Recent Data，P.ヨ.Krammer: The T -Cell Receptor Problem. 
上記2偏のうちT組抱リセプターに関する総説では抗原特異的 TcRの検出法，
抗原特異的 TcR，TcFの血清学的マーカーとしてのイデ、ィオタイプの分析などを
中心に TcIミヲ TcFの生化学的分析も含め 1つのモデルを提出している。 H.Kle-
inkauf & H. vonDδhren: Nucleic Acid Independent Synthesis of Peptides， 
1960年代に発見された D-アミノ酸を含む mRNA非依存性ベプチツド合成系は
数十倍のアミノ離を直線状，i良J鎖状，環状などに重合するもので細菌，放線菌，
真菌などに広く分布する系であり本書で扱かわれている。以上一部内容が重覆す
る総説もあるが全体として焦点を絞りコンパクトにまとめられていて読み易い。
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